
森のくれよん京都 2015 12 月活動報告 

 

ＩＮ 岡崎公園 

活動日時： 11 月 29 日（日） 

活動プログラム： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜全体感想＞ 

 

午前 

集合・移動 

おはようございます！今月は落ち葉や木

の実など、自然の落とし物を使って工作を

するよ。お題は「動物園」だよ。少し難し

いけどみんなで挑戦してみよう！ 

設計図づくり 

材料集め 

動物園にはどんな動物がいるかな？思い

ついた動物を発表しよう。その中から作り

たい動物を選んで、設計図を描いていくよ。

設計図が完成したら、工作に使う自然の落

とし物を集めに行こう！池の周りは赤、黄

色、オレンジ…様々な色で溢れているね！ 

午後 

昼食 

今日は丁度いい高さのテーブルがあるか

らみんなで囲んでお弁当を食べよう！いつ

も以上に賑やかな昼食になったね。 

作品づくり 

いよいよ空き箱の中に動物をつくってい

くよ。同じ種類の葉っぱだけど、色や大き

さが一枚一枚違うね。じっくり見比べてど

れがいいか選んでいこう。小さい葉っぱを

たくさんつなげても面白いね。材料が足り

ないときはもう一度探しに行ってみよう。

もっといい物がみつかるかもしれないよ！ 

まったね～ 

最後までこだわってつくることができた

ね。みんなの作品を並べて「くれよん動物

園」の完成だ！2016年もいっぱい遊ぼう

ね！まったねぇ～。よいお年を！ 

今月は秋の自然を使い工作をしました。メンバーは集合したときから口々に動物の名前を挙げ、

活動内容の『秋の自然で動物園をつくる』ということに対し、たくさんイメージを膨らませてき

たようでした。そのおかげで一人一人が自分の作品にこだわりを持ち、作り上げることができま

した。森のくれよん京都は他の活動に比べ友達同士の参加が少なく、森のくれよんでしか会えな

いメンバーが多いです。だからこそ最初は一緒にやるということが難しく、どうしても一人ずつ

で楽しむ場面がよくありました。しかし最近は友達の名前を呼び「一緒にやろう!」と誘ったり、

上手くいかず拗ねてしまった友達を励ましたりと自分のことと同じくらい友達のことを想い行動

する姿が増えました。友達に意識が向くと友達から受ける影響も大きくなり、やってみたいと思

うことの幅も広がります。時には一緒にふざけすぎて注意を受けることもありますが、これから

も影響を与え合える環境を大切にしていきたいです。        （生本 ひろみ） 


